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┃ FCP通信                                       ……臨時号 2017/6/6 

┃￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣＼ 

┃農林水産省 「フード・コミュニケーション・プロジェクト」￣￣￣￣ 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

このメールマガジンは「フード・コミュニケーション・プロジェクト（FCP）」 

に関する情報共有ネットワークに御参加いただいている皆様に向けて配信して 

おります。 

 

臨時号のラインアップは次のとおりです。 

 

┌ 今号の目次 ――――――――――――――――――――――――――――  

      ｜ 

☆ご案内  １｜平成29年６月16日（金） 

      ｜FOOMA JAPAN 2017特別講演「自社の魅力をJAS規格でアピール!! 

      ｜～新たなJAS規格の活用方法～」開催案内について 

      ｜ 

☆ご案内  ２｜平成29年７月11日（火） 

      ｜「食の安全・信頼シンポジウム～フードチェーンで取り組む 

      ｜食の未来～」開催案内について 

      ｜ 

└――――――――――――――――――――――――――――――――――  

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

☆ご案内  １｜平成29年６月16日（金） 

      ｜FOOMA JAPAN 2017特別講演「自社の魅力をJAS規格でアピール!! 

      ｜～新たなJAS規格の活用方法～」開催案内について 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

FOOMA JAPAN 2017特別講演として、農林水産省食料産業局食品製造課の 

松本食品規格室長が新たなJAS規格の活用方法等について講演いたします。 

 

本講演では、主に食品製造業の方々を対象に、ビジネスシーンにおけるJAS規格の 

活用アイデアについて事例を含めてご紹介するとともに、 

皆様からJAS規格をご提案いただく際の手続をご説明いたします。 

商品、技術、取組のレベルやこだわりといった「魅力」をアピールするツールを 

お探しの方、規格の活用アイデアについてご興味をお持ちの方はぜひご参加ください。 

 

日時：６月16日（金）【第１回】11：00～11：40 【第２回】13：30～14：10 

会場：東京ビッグサイト東8ホール商談室（２）・（３） 

定 員：各90名  

申込方法：下記から来場事前登録及び受講事前登録をお願いいたします。 

※事前登録いただくとFOOMA来場料（￥1,000）が無料になります。 



 

○来場事前登録は以下URLから 

https://www.foomajapan.jp/contact/registration/fooma2017.php 

 

○受講事前登録は以下URLから 

https://www.foomajapan.jp/2017/contact/registration/symposium.php?symp=maff 

 

○FOOMA JAPAN 2017については以下のURLからご参照ください。 

https://www.foomajapan.jp/index.html 

 

ご不明な点がございましたら、以下農林水産省食料産業局食品製造課食品規格室まで 

ご連絡ください。 

TEL：03-6744-7182 

Mail：jas_soudan@maff.go.jp 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

☆ご案内  ２｜平成29年７月11日（火） 

      ｜「食の安全・信頼シンポジウム～フードチェーンで取り組む 

      ｜食の未来～」開催案内について 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

食の安全や環境配慮等の持続可能性、消費者からの信頼の強化はフードチェーンを 

通じて取り組むべき喫緊の課題となっており、農業や食品産業では、第三者認証制度を 

利用した食の安全等の確保と「見える化」に期待が高まっています。 

 

今回、初の試みとして、（一財）日本GAP協会と（一財）食品安全マネジメント協会が 

連携して、フードチェーン全体を扱うシンポジウムを開催します。 

食の未来を見据えた講演や、「食の安全や持続可能性、消費者からの信頼」への 

取り組み、また国際的趨勢、農場や企業の認証取得事例の紹介を通じて、フードチェーン 

全体で責任を共有し食の未来の形について考えることを目的としています。 

 

日時：７月11日（火）10:30～16:30 

会場：日経ホール（日本経済新聞社３階） 

定 員：600名 （事前申込み先着順） 

参加費：無料 

プログラム： 

（1）来賓講演 農林水産省 

（2）基調講演 「食品安全とその未来：社会の中のフードシステム」  

        宮城大学食産業学群（経営学系） 教授 三石 誠司 氏 

（3）特別講演 「食品安全の世界潮流と日本の課題～小売業の視点から～」 

        GFSI理事 兼 日本ローカルグループ議長、 

        イオン株式会社 品質管理部長 岸 克樹 氏   

（4）日本発のGAP(JGAP) ・食品安全管理規格(JFS)の取組状況 



       （一財）日本GAP協会 事務局長 荻野 宏 氏、 

       （一財）食品安全マネジメント協会 事務局長 亀山 嘉和 氏  

（5）事例発表 「JGAP及びJFS認証取得の事例」 

        事例発表 「JGAP及びJFS認証取得の事例」 

（6）トークセッション 「規格認証取得の取組における工夫と展望」(仮） 

      JGAP認証取得農場/JFS認証取得企業（予定）、 

      日本生活協同組合連合会 品質保証本部総合品質保証担当 内堀 伸健 氏、 

      岸 克樹 氏 

お申込方法：以下URLから必要事項をご記入のうえご登録ください。 

http://adnet.nikkei.co.jp/e/event.asp?e=02507 

 

ご不明な点がございましたら、食の安全・信頼シンポジウム事務局（03-6812-8689）まで 

ご連絡ください。 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◎ネットワーク参加者登録情報の修正について 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

異動等で担当者様の変更や部署変更等がございましたら、以下のページを開い 

て、ネットワーク参加者ID（FCP○○○○）とパスワードでログインしていた 

だき、「参加者登録情報変更」から登録内容の修正をお願いいたします。IDが 

不明等がございましたら、FCP事務局まで御連絡下さい。 

 

  https：//ssl.food-communication-project.jp/fcpDB/fcp50i.php 

 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◎皆さまの取組を情報共有ネットワークメンバーと共有してみませんか 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

FCPの趣旨にのっとった、情報共有ネットワークメンバーの皆さまの活動事例 

をFCP事務局に御紹介下さい。FCP通信や、皆さまの御都合がよろしければFCP 

ホームページに掲載させていただくことを考えています。御紹介いただける活 

動事例がありましたら、是非FCP事務局まで御連絡下さい。 

 

  宛先：fcp_jimukyoku@maff.go.jp 

 

 

---------------------------------------------------------------------- 

◎《 FCP通信 》に関するお問い合わせ 

  フード・コミュニケーション・プロジェクト（FCP）に関して 

  御質問等がございましたら下記までお問い合わせ下さい。 

   フード・コミュニケーション・プロジェクト事務局 

      メール：fcp_jimukyoku@maff.go.jp 



◎フード・コミュニケーション・プロジェクト ホームページ 

   http://www.food-communication-project.jp/  

 

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓ 

┃消費者の「食」への信頼向上のため、FCPの活動をお取引先の皆様などに ┃ 

┃も御紹介下さいますようお願いいたします。             ┃ 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛ 

 

※本メールは配信専用です。返信いただいても御対応致しかねますので 

 あらかじめ御了承下さい。 

============================================================ 

 ■発行：フード・コミュニケーション・プロジェクト事務局 


